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	Ⅰ 自己評価　　　　　　　　　　　　　岐阜県立華陽フロンティア高等学校通信制課程
	　　学校番号
	6412

	
	１　学　校　教　育　目　標
	１　高校生としての基礎的・基本的な知識や技能と主体的に学習する意欲や態度を確実に身に付けさせ、生徒一人一人の個性を伸ばし、心豊かでたくましく生きる力を育む。
２　社会の規範を守る態度を養い、地域社会の一員としての自覚を高める。
３　健康で安全な生活を送るため、基礎体力の向上を図り、健康な心身の保持増進に努める態度を育む。

	
	２　現状の分析

	· 授業の中でICT機器や学習支援ソフトを積極的に利活用することにより、ユニバーサルデザインに配慮した授業改善が加速され、学習指導に対する生徒からの肯定的評価が高まっている。
○　分掌と学年の連携した粘り強い進路支援体制により、コロナ禍においても生徒の進路希望の実現に効果を発揮し、進路指導に対する生徒からの肯定的評価が高まっている。
○　生徒の人格を尊重し、自己肯定感を抱かせる指導やカウンセリングマインドを生かした指導を行うことにより、教師と生徒との信頼関係が構築できている。
▲　多様な生徒の入学により、さまざまな問題を抱える生徒が増加し、個に応じた指導が困難になりつつある。
▲　学習習慣が確立されていなかったり、不登校で学習空白があったりして、通信制の本分である「自学自習」が困難な生徒が増加している。
▲　生徒の自立や進路指導の面から、保護者との連携をいかにとっていくのかが課題である。

	
	３　学校の抱える課題
	・一人一人の生徒の生育歴や学習歴に配慮した指導(保護者との連携強化、自信や見通しの持てる指導)
・ＩＣＴ機器の利活用（双方向型の面接指導・添削指導）
・コミュニケーション能力の育成（SSTの推進・マナー指導）
・進路意識の向上（早期からのキャリア教育強化、計画的・継続的な進路指導、外部機関との連携）
・特別な支援が必要な生徒（学習障がい・発達障がい等）への対応

	
	４　今年度の具体的な重点目標
	１　学習活動の重点
①　「学びの再チャレンジ」ができる学校づくり・半期単位認定制度
②　ＩＣＴ機器の積極的な利活用
③　自ら学ぶ意欲や態度の育成

２　在り方・生き方指導の重点

①　コミュニケーション能力の育成
②　進路実現に向けた指導の実施
③　教育相談体制の充実
④　ソーシャルスキルの向上
３　特別活動・健康安全教育の重点

　①　主体性と社会性の醸成
②　地域への愛着と学校への帰属意識の育成
③　健康安全教育の充実
４　働き方改革の重点
1 健康の保持増進
②　健康で働きやすい職場環境づくり

	年　　　　　度　　　　　目　　　　　標
	年　　　度　　　末　　　評　　　価

	５　評価項目
　　領域・分野
	６　重点目標の達成に必要な
　　具体的取組・方策
	７　達成度の判断・判定基準
　　あるいは評価指標
	８　取組状況・実践内容
　　評価項目の達成状況等
	９ 評価
A･B･C･D
	10　成果と課題
	11 総合
　 評価

	　
学習指導
	①半期単位認定制度を実施し、単位修得の機会を増やします。
②ユニバーサルデザインの考え方を基盤にした面接指導を実践するとともに、学び方の支援や、
基礎的基本的な学力の定着を目指した指導を行います。
③学ぶことの意義や喜びを感じる教科指導をめざし、積極的かつ
効果的なＩＣＴ機器の利活用や実験・実習等を導入した指導法
の研究を行います。
④通信教育の基幹であるレポート作成支援のために、きめ細やか
なサポートを行います。放送視
聴等を利用した自学自習を推進し、学習を深める機会を設けま
す。
⑤意見交換の場を設けるとともに、発表やまとめ方の工夫等を指導し、言語活動の充実を図ります。
	❶❷❸
　生徒による授業評価の分析。

レポートアンケート結果の分析。
　学習指導に関わるアンケートで、肯定的な評価80％以上を目指します。　

❹添削指導に関わるアンケートで、肯定的な評価80％以上を目指します。

❺面接指導参観や公開面接指導の評価で確認します。
	①半期単位認定制度の実施により、前期末に４名が卒業し、後期に３名が復学、27名が後期転入学した。後期再受講科目の登録も行った。
学習指導にかかわる評価において肯定的な評価は約80％。生徒の評価は学年が上がることに増加している。

②③ＩＣＴ機器の利活用が一層進み、
MetaMoji上のアップロードにより、プリント配付やアンケート回答において格段に利用しやすくなった。ユニバーサルデザインの観点についても継続して取り組むことができた。アンケートでは約９割の生徒が、面接指導が分かると回答している。
④前期報告課題アンケート回答者のうち肯定的評価は90％以上であった。
ＮＨＫ高校講座や教師の自作動画を視聴させ、面接指導時間の減免措置を活用した。
⑤１年次後期「総合的な学習の時間」においてＳＳＴを取り上げ、積極的にグループ活動を実施した。
　

　
	Ａ

Ａ

　

Ａ

Ａ
	○すべての学年で前期単位修得率が前年を上回った。
▲生徒や保護者に対して、通信制の学習システムの定着と理解を図り、出席やレポート提出の管理ができるよう更なる連携を深める。
○職員全員が授業公開を行い交流した。
○ユニバーサルデザインの観点については今後も継続していく。
▲ＩＣＴ機器について職員研修を行い、一層の利活用を進める。
○職員添削研修会で添削基準を確認し、生徒の意欲を高めるコメントについて交流した。
〇活動する多くの生徒がMetaMojiを利活用した。
▲今後もネット環境を利用した情報発信をするとともに観点別評価に対しても効果的な活用をする。
○自己の意見の表出や他者の意見の尊重等について具体的に学ぶことができたという生徒の感想が多数寄せられた。
▲本校生徒の実態や今年度の反省を踏まえ、来年度に向けて改善を行う。

	　Ａ
Ａ


	生徒指導

進路指導

	①誰もが安心して学校生活を送れるように、ルールやマナーにつ
いて全職員の共通理解のもと、
規範意識の向上を図り公共性を育てます。

②個々の教育的ニーズに応え、カ
ウンセリングマインドをもって
生徒と接します。必要に応じて
「個別の教育支援計画」を活用し、個別の支援を充実させます。
③一人一人の「進路カルテファイ
ル」の継続的な活用により、主
体的な進路設計を支援します。
④挨拶や入室マナー指導を徹底し、コミュニケーション能力の向上を図ります。


	❶ルールやマナーに関わるアンケートで、肯定的な評価70％以上を目指します。
❷個に応じた支援が適切に計画・実施されたかを、指導方法・
指導内容・評価等から確認し
ます。
❸進路指導に関わるアンケートで、肯定的な評価を1,2年次生で70％以上、3年次生で80％以上を目指します。
❹自己評価を行う機会を設け、
その回答状況により確認します。
	1 ルールやマナーに関わるアンケートにおいては、保護者・生徒共に肯定的評価70％を上回った。規範意識をもって安心安全な学校生活を送ろうとする雰囲気が醸成されている。
2 カウンセリングマインドをもって生徒と接し、また、個別の教育支援計画を作成し、状況に応じて迅速にケース会議を行い、問題解決に努めることができた。
③「進路カルテファイル」に、ガイダンス等の振り返り、懇談の聞き取り等を生徒毎に分類して保管した。進路指導に関わるアンケートにおいて、３年次の生徒の肯定的な評価が８割を超えた。コロナ禍ではあったが、２学次対象の進路ガイダンスも予定通り２回行い、自己の適性に合った進路を主体的に選択できる態度の育成に努めた。
④進路ガイダンス、就職・進学試験における面接個別練習において、挨拶や入室マナー指導を行った。また内定・合格の報告を、指導教員に向けて行い、コミュニケーション能力の向上を図る機会とした。職員室等への入室マナーについても指導を行った。その他、安全衛生面を十分配慮して実施したインターンシップは、コミュニケーションの大切さを体得する貴重な機会とすることができた。
	Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ
	○生徒の安全を第一に考え、朝の登校指導、スクーリング時の巡回指導、始業前指導等を有効に実施することができた。
▲未然防止を常に心掛け、更なる肯定的評価を目指して、全職員が生徒指導を行えるようにする。
○個別の教育支援計画については、確実に作成・実施した。
▲全職員が、カウンセリングマインドをよく理解し、共通理解をもち対応していけるようにする。
○コロナ禍における対応として、進路諸行事においてリモート形式も取り入れながら運営し、ほとんどの生徒が参加した。
▲中学校等から引き継ぐ「キャリア・パスポート」を、いかに効果的に活用させられるかを検討する必要がある。
○個人差はあるが、年次が上がるにつれ、マナーは向上している。また、インターンシップ等、学校外の体験を通して自己の適性を見定めたり、可能な限りコミュニケーション能力向上の機会を増やせるよう、啓蒙活動や支援態勢を強化していくことが必要である。
	

	特別活動

安全教育

	①学校行事、生徒会活動、部活動
等の目標や内容を明確にして、
生徒の主体的な取り組みを促進し、人とつながる力・課題解決
能力を身に付けます。
②保護者や地域の方々から理解さ
れ親しまれるよう、地域の魅力
を探究し、地域に貢献する姿勢
と学校への帰属意識を高めます。
③交通ルールの遵守、新型コロナ
ウイルス感染症対策の観点から「命を守る」行動をとれるよう
目指します。


	❶学校行事、生徒会活動、部活
動等への参加や取組状況で確認します。 

❷ボランティア清掃、スクーリング時の駐車指導、ＭＳリーダーズ活動等への取組状況で確認します。
❸校外一斉指導、ＨＲ・総学の取組で確認します。


	①生徒会執行部がリーダーシップを
とり，生徒会活動が確実に行えた。ふれあいスポーツ大会や文化祭等の学校行事でも、生徒がいきいきと活動する望ましい姿が見られた。
②ボランティア清掃を実施し、多くの生徒が参加した。地域の方とコミュニケーションを図りながら活動することで、社会とつながる大切さ等に気付く機会となった。
③各検診の受診率は昨年度よりも向上した。特に１年次の受診率や提出率は高く、健康に対する意識が向上した。

	Ａ

Ａ
Ｂ
	○前向きな姿勢のなかで、学校の特性をふまえた活動ができた。　　
▲参加生徒にいきいきとした姿がみられるが、より多くの生徒の同様な姿が望まれる。
○清掃活動は主体的活動や取組がなされ、ボランティアに対する意識が向上している。参加率も過去最多を更新した。
▲学校への帰属意識の更なる向上と地域との連携が必要である。
○各検診の受診率の高まりとともに、検診態度は非常に良好である。
▲全学年の受診率の向上が望まれる。
	　Ａ

	　働き方改革
	①自己の健康状態を把握するために、健康診断への取組の向上を
図ります。

②職員向けのアンケートを実施し、職場環境の改善を図ります。

③超過勤務を減らす取組を推進します。
	❶健康診断の受診状況を確認し
ます。

❷アンケートを分析し、環境の改善を図ります。

❸月毎の職員の出退勤時間を確認します。


	①健康診断の早期受診に取り組んだ。
②職員向けのアンケートを実施し、職場環境の改善に努めた。
③月間予定表や行事・日程黒板、グループウェアのインフォメーションに「早く帰宅する日」を示すとともに、個別に声掛けをして定時退勤を促した。
	Ａ
Ｂ
Ｂ
	〇定期健診が計画的に実施できた。
▲職員向けアンケートの実施による、働きやすさや職場環境の改善には継続して取り組む必要がある。
▲月間残業時間が目標上限を超過する職員がおり、業務の平準化やタイムマネジメントスキルの向上に継続して取り組む必要がある。
	　
　Ｂ

	
	
	
	12  来年度に向けての改善方策案

	Ⅱ 学校関係者評価　  実施年月日：令和４年２月１８日 
	

	
	・コロナ禍の中で、生徒は毎日不安を抱えて過ごしていると思う。引き続き、教員が生徒一人一人に寄り添い、不安を取り除くように努力をしていってほしい。
・授業参観により、先生方の授業における組み立ての工夫が分かり、それに応える生徒の反応もとても良かったと思う。授業参観を通じて、学校の現状が良く理解できた。来年度も継続を希望する。
・自分の生き方を考え、なりたい自分を見つけるといったスクールポリシーにおいて、１年次に不登校経験のある生徒を登校させることに重点を置くだけではなく、生徒に対して将来を考えさせる取組ができると、卒業年次での就職や進学に向けて活動の幅が広がると思う。
・タブレット端末や学習ソフトなどのＩＣＴ環境の整備がされたので、それらを授業をはじめ、教育活動に積極的に利活用していってもらいたい。
・マスク、手洗い、黙食などのコロナ対策がしっかりと実施されていることが分かった。緊張感をもって継続した対策をしていただきたい。

	
	・自学の態度や意欲向上に向け、観点別評価を活かし面接指導や添削指導の充実を図る。

・多様化した生徒に対して、学習支援をはじめ、生活の自立や社会的自立を含めて、個に応じたきめ細かな支援体制の充実を図る。
・「キャリア・パスポート」の実施にあたり、従来の「進路カルテファイル」の活用を一層促進し、よりきめ細かな進路指導が入学年次からできるように有効活用していく。
・教育改革や入試改革をふまえて、インターンシップ等の体験的活動や資格取得の奨励をするとともに、本校の多様な生徒実態に即した、進路指導におけるサポート体制の更なる充実を図る。
・全職員によるカウンセリングマインドに基づいた指導で、規範意識やマナー意識の向上へ繋げる。また、危機管理に対しても、全職員が対応する力を身に付ける。
・コロナ共生社会を見据え、行事の望ましい在り方について検討を進めるとともに、社会の変化に即しながら、さまざまな力を身に付けさせるような特別活動を実施する。


